
船舶事故調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故種類 衝突（消波ブロック） 

発生日時 令和７年８月２３日 ２３時１０分頃 

発生場所 島根県隠岐
お き

の島町津
つ

戸
ど

東方沖 

 津戸港防波堤灯台から真方位０３５°８４０ｍ付近 

 （概位 北緯３６°１０.３′ 東経１３３°１４.９′） 

事故の概要  プレジャーボートうみうは、航行中、消波ブロックに衝突した。 

事故調査の経過 令和７年９月１２日、主管調査官（広島事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート うみう、２.２５トン 

 ２７２－８５４２島根、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型 

 負傷者 負傷 ２人（同乗者） 

 損傷 本船 船首部外板に凹損、船首部船底外板に擦過傷 

消波ブロック 擦過傷 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北西、風速 約１～２m/s、視界 良好 

海象：海上 平穏、潮汐 上げ潮の中央期 

月齢：２８.８ 

月出時刻：０５時０９分頃、月没時刻：１８時５２分頃 

 事故の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、釣り仲間である同乗者２人（以下

「同乗者Ａ」及び「同乗者Ｂ」という。）を乗せ、隠岐の島町四
し

敷
しき

島

東方沖で釣りを行った後、知人を訪ねる目的で、法定灯火を表示し、

津戸地区の船だまりに向けて航行を開始した。 

船長は、操舵区画左舷側にある操縦席に腰を掛け、ＧＰＳプロッ

ターを作動させ、手動操舵で操船に当たった。 

同乗者Ａは、操舵区画の左舷側後方に設置された椅子に、また、同

乗者Ｂは、操舵区画の後方の甲板上に置いたクーラーボックスに、そ

れぞれ腰を掛けていた。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

図１ 船長及び同乗者の乗船位置（概要） 

 

本船が約５ノットの対地速力で北東進中、船長は、隠岐の島町津戸
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港付近に設置されている津戸港防波堤灯台を視認したので、船首を津

戸港東方沖となる北北東方に向けて操船を続けた。 

船長は、左舷船首方に目的地の船だまり付近の街灯が視認できるよ

うになったので、ＧＰＳプロッターから目を離し、同街灯によって目

的地の方位を把握することに意識を向けながら左舵を取ったところ、

衝撃を受けた。 

船長は、直ちに船首方を確認し、本船が津戸地区東方沖に設置され

た消波ブロック（以下「本件消波ブロック」という。）に衝突したこ

とを知った。 

（図２ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※右図は、国土地理院 Web サイトの空中写真を加工して作成 

図２ 事故発生経過概略図 

 

同乗者Ａ及び同乗者Ｂは、本事故発生時に、いずれも甲板上に転倒

し顔面や肩を打った。 

船長は、直ちに主機のクラッチを中立の位置とした後、同乗者２人

の負傷状況を確認したところ、両人が痛みを訴えていることを知っ

た。 

船長は、その後、本船の損傷状況を確認し、船内への浸水がないこ

とを確認した上で、本船を操船して目的地へ向かった。 

船長は、船だまりに到着後、１１９番通報を行い救急車の手配を要

請した。なお、海上保安庁には、消防から本事故に関する情報提供が

行われた。 

同乗者Ａ及び同乗者Ｂは、救急車によって隠岐の島町内の病院に搬
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送され、受診した。 

船長は、約１年前に本船を中古で購入し、ふだんから、週に１回の

頻度で夜釣りを目的に出航しており、夜間の操船には慣れていた。 

船長は、事故発生場所を昼間に航行した経験が複数回あったので、

本件消波ブロックが設置されていることを知っていたが、夜間に航行

するのは本事故当時が初めてであった。 

本件消波ブロックは、本船のＧＰＳプロッターに表示されていた。 

本船の乗船者は、いずれも膨張式救命胴衣を着用していた。 

分析 (1) 船長は、津戸地区東方沖に向かって本船を操船中、左舷船首方

に船だまり付近の街灯が視認できるようになったことから、目視

で同街灯を確認することに意識を向け、ＧＰＳプロッターなどを

活用して船位の確認を行わなかったものと考えられる。 

(2) 船長は、これまでに事故発生場所を操船した経験を有してお

り、津戸地区東方沖の本件消波ブロックの存在を認識していたも

のと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、目的地の船だまりに向けて航行中、

船長が、ＧＰＳプロッターなどを活用して船位の確認を行ってい

なかったことから、本件消波ブロックに接近していることに気付

かず、本件消波ブロックに衝突したものと考えられる。 

原因 本事故は、夜間、本船が緩やかに左転しながら航行中、船長が、目

視で船だまり付近の街灯を確認することに気を取られ、ＧＰＳプロッ

ターなどを活用して船位の確認を行わなかったため、本件消波ブロッ

クに接近していることに気付かず、本船が本件消波ブロックに衝突し

たものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

・小型船舶の船長は、常時、見張り及び船位の確認を適切に行うこ

と。特に、夜間は、ＧＰＳプロッター等、自船に搭載している航

海計器を活用すること。 

・船長は、船舶事故が発生した場合、必要な安全措置を講じるとと

もに、速やかに海上保安庁に通報すること。 

 


